
武蔵野市在宅医療・介護連携推進事業
国の定める8事業への取り組みについて

　資料２
令和３年３月25日

令和２年度第２回武蔵野市在宅医療・介護連携推進協議会

平成30年度の実績 令和元年度の実績 令和２年度の実績

ア
・既存資料の活用
・リハビリテーション機関名簿のWEB化　(更新)

・既存資料の活用
・リハビリテーション機関名簿のWEB化
・医療・介護マップ（WEB版）の導入の検討

・既存資料の活用
・リハビリテーション機関名簿のWEB化　(更新)
・医療・介護マップ（WEB版）の導入

イ
・協議会の開催　（３回開催）
・５部会で活動

・協議会の開催　（３回開催）
・５部会で活動

・協議会の開催　（２回開催）
・５部会で活動

ウ

・入院時の病院への情報提供の仕方について検討
①「入院時情報連携シート」を作成し試行
②今後の「入院時情報連携シート」の活用方法について検
討
・認知症高齢者を支援するための医療と介護のチームによ
る連携の体制づくりについて検討

・入院時の病院への情報提供の仕方について、「入院時情
報連携シート」を作成し活用
・退院時の情報提供について看護サマリーの活用状況調査
・身寄りのない入院患者の意思確認方法について検討
・認知症高齢者を支援するための医療と介護のチームによ
る連携の体制づくりについて検討

・「入院時情報連携シート」の活用状況調査
・身寄りのない入院患者の対応について事例を通して検討
・コロナ禍での入退院時の支援について意見交換
・今年度の認知症初期集中支援事業4事例を対象とした事
例研究の実施

エ

・ICT連携の現状把握
・ICT連携登録数　565件
・医師会「在宅医療介護連携支援室」のホームページの検
討

・ICT連携の現状把握
・ICT連携登録数　605件
・医師会「在宅医療介護連携支援室」のホームページの開
設（2月）

・コロナ禍でのICT連携の状況把握
・ICT連携登録数　（３年２月末現在)　635件
・医師会「在宅医療介護連携支援室」のホームページの
活用状況の確認

オ
・相談実績　201件
・医師会の窓口として（ア）～（ク）８事業へ参加、各部会へ
の参加

・相談実績　203件
・医師会の窓口として（ア）～（ク）９事業へ参加、各部会へ
の参加

・相談実績（３年１月末現在）　248件
・医師会の窓口として（ア）～（ク）８事業へ参加、各部会へ
の参加

カ

・「薬に関すること」をテーマに合同グループワークを実施
（78名参加）
・他の職種との連携の広がり、テーマに対する知識の深まり
の確認のため、３か月後にアンケートを実施

・「ACP」をテーマに事前研修と合同グループワークを実施
①事前研修（講演会）　147名参加
②合同グループワーク　77名参加
・他の職種との連携の広がり、テーマに対する知識の深まり
の確認のため、３か月後にアンケートを実施

・「ACP」をテーマに研修会（オンライン）を実施　110名参加
・コロナ禍のため、合同グループワークは実施せず

キ

・市民向けの普及啓発について検討
①市民向けセミナー開催
2月16日(土）スイングホール　178名参加
「住み慣れた地域で、で最期まで自分らしく暮らし続けるた
めに～いのちの終わりについて話し合うアドバンス・ケア・プ
ランニング（ACP）～」
・地域で行う小規模セミナー試行実施
３月11日（月）7名参加
・「ケアリンピック武蔵野2018」　868名参加

・市民向けの普及啓発について検討
①市民向けセミナー開催
２月15日（土）　スイングホール　165名参加
「住み慣れた地域で、安心して医療と介護を受けるために～
在宅への復帰を支援する『地域包括ケア病床』～」
・「ケアリンピック武蔵野2019」 704名参加

・市民向けの普及啓発について検討
①市民けセミナー開催（オンライン）
２月19日（金）～25日（木）
「住み慣れた地域で、安心して医療と介護を受けるために」
映画「ピア～まちをつなぐもの～」の配信　118名参加
②パンフレットの配布　（3年3月10日現在）　2,025部配布
・「ケアリンピック武蔵野」はコロナ禍のため、中止

ク
・北多摩南部保健医療圏による情報共有
・リハビリテーション機関名簿のWEB化　(更新)　（再掲）
・東京都在宅療養担当者連絡会への参加、情報共有

・北多摩南部保健医療圏による情報共有
・リハビリテーション機関名簿のWEB化　（再掲）
・東京都在宅療養担当者連絡会への参加、情報共有

・北多摩南部保健医療圏による情報共有
・リハビリテーション機関名簿のWEB化　(更新)　（再掲）
・東京都在宅療養担当者連絡会（書面開催）


